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第５章　第 28 次調査（外来診療棟新営地点）
第１節　調査の概要
１．調査にいたる経緯
　本学蔵本キャンパスにおいて外来診療棟の新営が計画された。建設予定地の位置は、弥生時代前期
の水田が確認された第 24 次調査（藤井節郎記念医科学センター新営）地点の東側、同じく弥生時代
前期の水田および、弥生時代終末期に破棄された前漢鏡（異体字銘帯鏡）の破鏡が出土した第 17 次
調査（中央診療棟新営）地点の北側、弥生時代前期の畠が確認された第 20 次調査（西病棟新営）地
点の約 120m 北側に位置する（第２図）。
　既往の発掘調査成果から、本調査地点で弥生時代をはじめとする遺構・遺物の存在が予想されたた
め、3688 ㎡の範囲について発掘調査を実施した。
２．調査体制と期間
　調査体制と期間は以下のとおりである。
　調査主体　国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室（室長・中村　豊）
　調査担当　中村　豊
　　　　　　遠部　慎（埋蔵文化財調査室・助教）
　　　　　　山口雄治（埋蔵文化財調査室・特任助教）
　調査補助　岸本多美子・中原尚子・板東美幸・古川裕美・前田千夏・山本愛子
　　　　　　（以上、施設マネジメント部・技術補佐員）
　調査期間　2012 年７月２日～ 2013 年１月 19 日
３．調査地点の位置と区割り
（1）調査地点の位置
　調査地点の所在地は徳島県徳島市蔵本町２丁目 50 番地の１である。本学蔵本キャンパスの東半中
央付近に位置する（第２図）。
（2）調査地点の区割り
　本調査地点では、西半北側を A 区、西半南側を B 区、東半西側を C1 区、東側を C2 区に区分し、
計４つの調査区を設定した。また、本調査地点は世界測地系に基づく平面直角座標系・第Ⅳ系の
X=119750 ～ 119805m、Y=93990 ～ 94080m の範囲におさまり、この範囲のなかで座標値を基準に南北・
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66 第１節　調査の概要
東西に５m間隔のグリッドを設定した（第 49 図）。
４．調査の概要
　本調査地点では、３つの遺構面を設定し調査を行った。その結果、第３遺構面で弥生時代前期中葉、
第２遺構面で弥生時代前期末・中期初頭～中世の遺構が検出された。第１遺構面では明確な遺構は認
められなかった。
（1）第３遺構面の遺構
　弥生時代前期中葉の水田が検出された。水田は、標高 1.2 〜 1.5m で検出され、弥生時代前期中葉
〜前期末・中期初頭の洪水起源砂層に覆われていた。東西 75m、南北 50m の範囲のなかに、70 枚程度
の水田が確認された。ただし、調査地点の北端付近では水田は検出されず、北西部の A区では谷状の
地形が確認された。また、調査地点南東隅にあたる C2 区の南側では自然落ち込みが検出された。こ
れらは、水田域の北限と南東限を示す可能性がある。B 区で確認された大畦畔は、本調査地点の西側
に位置する第 24 次調査地点北区（第２章）で確認された大畦畔とつながる可能性がある。
（2）第２遺構面の遺構
　土坑・ピットが複数検出されたが、時期がわかる遺物が出土しておらず、遺構の所属時期は決定で
きない。ただし、既往の調査による層位学的な所見から弥生時代前期末・中期初頭～中世の範囲にお
さまるものと考えられる。
（3）出土遺物
　出土遺物は、弥生時代前期の土器と炭化鱗茎付着土器、粗製剥片石器、打製石斧、打製石鏃が検出
された。また、近世から現代の陶磁器類が攪乱・表土から採集された。出土遺物の量はコンテナで、
土器・陶磁器４箱、石器１箱、植物種実１箱である。
第２節　調査成果
１．基本層序
　第49図に土層断面図を記録した位置を示している。１～５層についてはB区南壁E-E'土層断面（第
52 図）、６～ 11 層は C1 区サブトレンチ東壁・南壁 H-H' 土層断面（第 55 図）を基準とし、必要に応
じ他地区の層序を用い説明する。また、既往の調査成果（中村 2000a など、本書第 20 図）を参照し
つつ各層の年代を比定した。
表土・攪乱　現地表面は標高 3.2 ～ 3.3m、厚さ 80 ～ 90cm 程度である。近代以降に形成されたと考
えられる。
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 １層　造成土とみられる。上面は標高 2.5 ～ 2.6m、厚さ 20 ～ 30cm 程度である。近世以降に形成さ
れたと考えられる。
 ２層　明緑灰色 7.5Y7/1 のシルトで、上面は標高 2.4m、厚さ 10 ～ 20cm 程度である。近世以降の水
田耕作土と考えられる。
 ３層　浅黄色 5Y7/4 の砂層で、上面は標高 2.2 ～ 2.3m、厚さ 30 ～ 40cm 程度である。近世以降に形
成されたと考えられる。３層上面を第１遺構面とした。
 ４層　褐灰色 7.5YR4/1 の粘土で、マンガンを含む。上面は標高 1.9m、厚さ５～ 15cm 程度である。
既往調査の「黒褐色土」に相当し、弥生時代前期末・中期初頭～中世の土壌化層であることがわか
っている（中村 2000a）。
 ５層　黄橙色 7.5YR7/8 の砂層で、マンガンを含む。上面は標高 1.8m、厚さ 25 ～ 40cm 程度である。
下層がグライ化し分層できる場合は、上層を 5-1 層、グライ化した下層を 5-2 層とする。5-2 層は
オリーブ灰色 5GY6/1 の砂層で、マンガンを含む。上面は標高 1.5m 付近、厚さ 10 ～ 20cm 程度であ
る。既往調査の「黄褐色細砂層」に相当し、弥生時代前期中葉〜前期末・中期初頭の洪水起源砂層
であることが明らかにされている（中村 2000a）。５層上面を第２遺構面とした。
 ６層　オリーブ黒色 10Y3/1 の粘土である。既往調査の「暗褐色粘質土層」に相当し、その上面では
突帯文・遠賀川併行期〜弥生時代前期中葉の遺構が検出される（中村 2000a）。本調査地点では水
田畦畔が検出された。畦畔上面が標高 1.5m、水田面の上面は標高 1.4m、厚さ 15 ～ 35cm 程度であ
る。B区西壁 C-C' 土層断面（第 51 図）では、畦畔の盛土と考えられる部分が分層でき、これを 6'
第 50 図　A区中央西壁 A-A'・東壁 B-B' 土層断面
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72 第２節　調査成果
層とした。6' 層はオリーブ褐色 2.5Y4/3 の粘土で鉄分・マンガンを含む。C1 区東壁 F-F' 土層断面
（第 53 図）では、６層は２層にわかれる。上層の 6-1 層は暗褐色 10YR3/3 の粘土で、土壌化し一部
攪拌される。下層の 6-2 層はオリーブ黒色 10Y3/1 の粘土である。
　　なお、水田が形成されない C2 区の自然落ち込み付近では、６層の様相がやや異なる（第 65 図）。
上層を 6-3 層と下層を 6-4 層としたが、基本的に同質である。6-3 層は明青灰色 5B7/1 の粘土でグ
ライ化し、炭化物含む。6-4 層は暗青灰色 5B4/1 の粘土で、6-3 層に比べ細片の炭化物を含む。６
層上面を第３遺構面とした。
 ７層　C1 区サブトレンチ（第 55 図）では、灰白色 7.5Y7/1 の粘土で、上面は 1.1m、厚さ 10 ～ 20cm
程度である。なお、A 区中央西壁 A-A'・東壁 B-B'（第 50 図）や B 区西壁 C-C'（第 51 図）ではや
や色調が暗い部分もみられる。
 ８層　土色によって２層に分層できる部分がある。上層の 8-1 層は灰 5Y5/1 の粘土で炭化物を含む。
上面は標高 1.0m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。8-2 層は灰オリーブ 5Y5/2 の粘土で、炭化物を含む。
上面は標高 0.9m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。
 ９層　灰白 7.5Y7/2 の粘土で、炭化物を少量含む。上面は標高 0.8m、厚さ 10 ～ 20cm 程度である。
 10 層　灰 5Y4/1 の粘土で、炭化物を含む。上面は標高 0.6 ～ 0.7m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。
 11 層　灰 7.5Y6/1 の粘土、炭化物を少量含む。上面は標高 0.5 ～ 0.6m、厚さ 20cm 以上である。
第 55 図　C1 区サブトレンチ東壁・南壁 H-H' 土層断面
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２．第３遺構面の遺構と遺物
（1）水田
　弥生時代前期中葉〜前期末・中期初頭の洪水に起源する黄褐色細砂層（５層）によって覆われた、
暗褐色粘質土層（６層）の上面から水田畦畔が検出された。水田域周辺の地形をみると、調査地点北
西の A区（第 56・57 図）では、標高 1.8m 前後の微高地から南に向かって落ち込む谷状地形が形成さ
れる。もっとも低いところで標高 1.5m 前後である。微高地や谷状地形では水田は検出されていない。
調査地点東半の C1・2 区（第 59・60・62 図）では北から南に向かって標高が低くなる傾向がみられる。
標高が高い北隅付近では水田が確認されておらず、水田域の北限を示すものと考えられる。また、C2
区南東隅で自然落ち込みが確認されている。もっとも低い部分で標高 0.3m 前後である。この範囲か
ら水田は検出されていないため、水田の南東限を示す可能性がある。なお、調査地点全体では北西か
ら南東へ標高が低くなる傾向がみられる。
　土層の堆積状況などの条件によって、すべての畦畔が検出できたわけではないが、東西 75m、南北
50m の範囲に 70 枚程度の水田面が検出された。とくに、B 区（第 58・61 図）西側３分の２の範囲で
は、畦畔を明瞭に検出できたため、この部分について検討する。これらは小区画水田に分類され、各
区画の形態は、東西を長辺にした長方形のものが多く、正方形に近いものもわずかにみられる。規模
は、一辺 1.5 ～ 7.0m 程度、面積は４～ 25 ㎡程度で 10 ㎡前後のものが中心となる。
　畦畔は小畦畔と大畦畔に区分できる可能性が高い。大畦畔は B 区中央付近を東西にのびる（第 58
図の網掛け部）。一方、C1 区南半は土層の堆積状況により畦畔の検出が困難であったため、C1 区南半
を東西にのびる畦畔が、B 区の大畦畔と連続するかは不明瞭である。なお、B 区の大畦畔は、本調査
地点西側の第 24 次調査北区で確認された大畦畔（第２章）とつながる可能性がある。大畦畔の規模は、
上端幅 50 ～ 120cm 程度、下端幅 110 ～ 170cm 程度、高さ数～ 15cm 程度である。小畦畔の規模は、上
端幅 15 ～ 80cm 程度、下端幅 30 ～ 100cm 程度、高さ数～ 15cm 程度である。明確な水口は確認されな
いことから、「小畦畔の上を水がオーバーフローして順次隣の田へ移っていく方法」（工楽 1991、78 頁）
が採用されていたことを暗示する。もしそうであれば、本調査地点では、北西から南東方向に、小畦
畔の上をオーバーフローさせながら水を流していたことが想定される。
　C2 区北西隅付近で、水田耕作土（６層）上面に、３×１m程度の土坑状の窪みが複数みられ、掘り
返されたような痕跡が残る（第 63 図－６・７）。形成要因は不明である。水田の造成や耕作に伴うも
のであろうか。なお、土坑・ピット４～６（第 60 図）の本来の掘り込み面は、後述のように５層以
上と考えられることから、土坑状の窪みとは無関係である。
出土遺物（第63図－５、第64図、図版５）　水田の時期を検討する手がかりとなる、水田耕作土中（６
層）と水田面直上もしくはやや浮いた位置、つまり水田面を覆う弥生時代前期中葉〜前期末・中期
初頭の洪水起源砂層（５層）の最下層・下半で出土した遺物を以下にあげる。
　　１は緑色岩製の粗製剥片石器である。調査地点側溝掘削時に出土し検出層位は水田耕作土中（６
層）下部もしくは７層に相当する（第 63 図－５）。刃部の両面に光沢がみられる。図面の網掛け部
は、肉眼観察により光沢がみられる範囲を示す。
74 第２節　調査成果
第 56 図　A区第３遺構面平面図
第 57 図　A区第３遺構面全景（西から）
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76 第２節　調査成果
第 59 図　C1 区第３遺構面平面図
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第 60 図　C2 区第３遺構面平面図
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78 第２節　調査成果
第 61 図　B区第３遺構面全景（西から）
第 62 図　C1・2 区第３遺構面全景（南から）
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第 63 図　水田畦畔検出状況・遺物出土状況、土坑状の窪み I-I'・J-J' 土層断面
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80 第２節　調査成果
第 64 図　水田出土遺物
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　　２～ 10 は水田面の直上もしくはやや浮いた位置（５層最下部・下半）から出土した遺物である。
　　２～８は土器である。２は口縁部である。３は壺の胴部であろうか。外面に刷毛目調整が残る。
４は壺の底部と考えられる。粘土帯の接合痕が観察され、幅広粘土帯－外傾接合（三阪 2014）の
可能性が高い。内面に刷毛目調整がみられる。５は胴部片である。箆描沈線文が１条残る。外面・
内面に横方向のミガキ調整がみられる。６は甕胴部上半と考えられる。箆描沈線文が１条残る。外
面には縦方向の刷毛目調整がみられる。７・８は胴部で、外面に刷毛目調整がみられる。
　　９・10 はサヌカイト製の凹基式の打製石鏃である。
時期　庄・蔵本遺跡の層序とその形成時期については、中村豊（2000a）によって整理され、その後
も資料が蓄積されている。これらを参照すると、洪水起源砂層である本調査地点５層の形成は、弥
生時代前期中葉〜前期末・中期初頭と考えられる。
　　本調査地点では、この洪水起源砂層（５層）を除去した暗褐色粘質土層（６層）上面から水田が
検出された。本調査地点の南に隣接する第 17 次調査（中央診療棟新営）地点でも同様に、洪水起
源砂層を除去した暗褐色粘質土層上面から水田面が検出されており、出土遺物の検討を通じ、水田
の時期は弥生時代前期中葉に位置づけられている（中村 2000b）。本調査地点で検出された水田も
検出層位からみて、第 17 次調査の水田と同様、弥生時代前期中葉に位置づけられる可能性が高い
といえる。
　　本調査地点における出土遺物の時期について検討すると、水田耕作土（６層）あるいはその下層
（７層）から出土した粗製剥片石器（１）は、縄文時代晩期～弥生時代前期末・中期初頭（Ⅰ－３・
４様式）の範囲におさまると考えられる。また、水田面直上あるいはやや浮いた位置から出土した
土器は、箆描沈線文が施されるものが含まれ（５・６）、突帯文・遠賀川併行期（Ⅰ－１様式）～
弥生時代前期末・中期初頭の時期幅におさまる。打製石鏃（９・10）は凹基式で重量が 0.6g 程度
であり、縄文時代晩期～弥生時代前期に量的なピークがある（寺前 2010）。本調査地点の水田の所
属時期について、出土遺物から詳細な時期を絞り込むことは難しいが、上述の層位学的な所見や周
囲の調査地点の水田の時期をふまえると、弥生時代前期中葉（Ⅰ－２様式）であるとの見方に矛盾
しない。
（2）自然落ち込み（第 60・65 図）
　自然落ち込みは C2 区南東隅で検出された。土層断面・検出状況・遺物出土状況を第 65 図に示して
いる。検出された層位は、水田面と同じ６層上面である。平面規模は残存部分で、東西 10.6m、南北
8.5m 程度である。５層を除去した段階では、上端から緩やかに標高が低くなる状況が確認され、上
端の標高 1.1m 前後、下端の標高 0.6m 前後、深さ 0.5m 前後であった。第 60 図の自然落ち込み部分に
ついては、この段階の等高線を記録したものである。
　さらに、自然落ち込み中央に南北方向のサブトレンチを設定し、土層断面 K-K'（第 65 図）を観察
したところ、南半でさらに一段下がる部分が検出された。最も低い南端で標高 0.3m 前後である。そ
こには基本層序 6-3・4 層と似た埋土が２層堆積している状況が確認された。上層の１層は明青灰色
5B7/1 の粘土で炭化物を含む。6-3層と類似する土質である。下層の２層は黒褐色 10YR3/1 の粘土で
82 第２節　調査成果
第 65 図　自然落ち込み
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第 66 図　自然落ち込み出土遺物
 
ࠝ㺃㺃ࠞ
FP
  FP
ࠝࠞ
Ⅳ໬㫣ⱼ௜╔


 
 ཱྀᚄ ᗏᚄ ჾ㧗
 ᡴ〇▼᩼ &⥳Ⰽᒾ ⮬↛ⴠࡕ㎸ࡳ
 ᘺ⏕ᅵჾ࣭ና" ࣑࢞࢟㸭䌦
ෆ㠃࡟Ⅳ໬㫣
ⱼ௜╔ & ᒙ䌦 䌦 䌦
⮬↛ⴠ
ࡕ㎸ࡳ
ᒙ
␒
ྕ ჾ✀
ἲ㔞ࠝ FP ࠞ ࡣ᚟ඖᚄ
▼ᮦ ㄪᰝ༊
ჾ㠃ㄪᩚ
እ㸭ෆ ഛ⪃
ㄪᰝ
༊
㔜㔞
ࠝJࠞ
ᒙ఩㑇ᵓ
␒
ྕ ჾ✀
᭱኱㛗
ࠝFPࠞ
᭱኱ᖜ
ࠝFPࠞ
᭱኱ཌ
ࠝFPࠞ ഛ⪃
ᩥᵝ
 ᘺ⏕ᅵჾ࣭ና
࣑࢞࢟㸭ࣘࣅ
࢜ࢧ࢚ࢼࢹ
㯮Ⰽ໬ᖜᗈ⢓
ᅵᖏእഴ᥋ྜ & ᒙ䌦 䌦 䌦
⮬↛ⴠ
ࡕ㎸ࡳ
⟟ᥥỿ⥺
ᩥ᮲௨ୖ
㑇ᵓ ᒙ఩
  
 ᘺ⏕ᅵჾ࣭䌦 䌦  䌦
⅊㯤〓<5㸭୙᫂
Ⰽㄪ
እ㸭ෆ
㯮〓<5㸭
⅊㯤〓<5
〓⅊<5㸭
㯤⅊<
ᖜᗈ⢓ᅵᖏእ
ഴ᥋ྜ & ᒙ
⮬↛ⴠ
ࡕ㎸ࡳࢼࢹ㸭䌦
84 第２節　調査成果
6-3・4 層より粘性が低く、炭化物を多量に含む。
出土遺物（第 66 図、図版６）　11・12 は、自然落ち込み埋土２層から出土した遺物である。11 は壺
の胴部と考えられる。外面は横方向のミガキ調整で、胎土は粗く砂粒が多く含まれる。調整・胎土・
色調などの特徴からみて、弥生時代前期の土器である可能性が高いが、時期は確定できない。ただ
し、後述するように下層の１層から、突帯文・遠賀川併行期〜弥生時代前期中葉の土器が出土して
いるため、２層の時期もこれと同時期かそれ以前の可能性がある。さて、この土器の内面には炭化
鱗茎（佐々木 2014）が付着し１、外面には炭化物が吹きこぼれ状に付着している。縄文時代の炭化
鱗茎は報告されているが、弥生時代の事例は初とされる。弥生時代前期の摂取食物を知るうえで、
きわめて重要な資料といえよう。12 は緑色岩製の打製石斧である。刃部は欠損する。
　　13・14 は埋土１層から出土した遺物である。13 は小型の壺胴部で、頸部下に箆描沈線文が現状
で２条残る。外面は横方向のミガキ調整で、黒色化した痕跡がみられる２。胴部形態や箆描沈線文
が少条である点から、その時期は前期中葉（Ⅰ－２様式）、あるいは突帯文・遠賀川併行期（Ⅰ－
１様式）に遡る可能性もある。14 は底部である。幅広粘土帯－外傾接合（三阪 2014）がみられ、
これは弥生時代前期に普遍的な技術である。また、自然落ち込みからは数点の植物種実が出土して
いる。これと炭化鱗茎については、今後、同定および年代測定を行い別稿で報告する予定である。
時期　自然落ち込みの検出層位および埋土の出土遺物から検討した場合、自然落ち込みの形成時期は
弥生時代前期中葉以前と考えられるが、水田機能時にどの程度落ち込みが埋没していたのかは不明
である。
３．第２遺構面の遺構と遺物
　弥生時代前期中葉〜前期末・中期初頭に形成された洪水起源砂層である５層の上面を第２遺構面と
した。本遺構面で検出された遺構には、５層の上面から掘り込まれたものだけではなく、弥生時代前
期末・中期初頭～中世の土壌化層である４層から掘り込まれ、５層に達したものも含まれる。これは
４層では基盤層と遺構埋土が同質で区分が困難であり、５層上面でこれらの遺構を検出せざるをえな
かったためである。
　　
（1）溝
　溝１～３は５層上面で検出された。埋土はオリーブ黒色の粘土である。これらの溝からは時期が特定
できる遺物が出土しておらず、層位学的な所見から弥生時代前期末・初頭～中世の一時期と考えられる。
溝１（第 68・71 図）　B区に位置し、南北方向にのびる。幅 0.3 ～ 0.6m、長さ 4.1m、深さ 15 ㎝である。
断面形態は段を有しテラス状を呈する部分がみられる。
溝２（第 53・69 〜 71 図）　C1 区と C2 区で検出された東西方向にのびる溝である。両区の溝は連続
するものとみられるため、一括し溝２と報告した。C1 区では中央付近は攪乱により削平されてい
るものの、幅 1.0 ～ 1.3m、長さ 7.8m、深さ５㎝である。C2 区は幅 0.6 ～ 1.0m、長さ 15.1m、深さ
５㎝である。溝３に切られる。
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第 69 図　C1 区第２遺構面平面図
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第 70 図　C2 区第２遺構面平面図
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溝３（第 69・71 図）　C1 区に位置し、南北方向にのびる。幅 0.15 ～ 0.6m、長さ 16.5m 以上、深さ５
㎝である。溝２を切る。
（2）土坑・ピット
　今回検出された土坑とピットは、サイズに不連続が認められず、柱痕の有無も不明確であったため、
両者を一括し土坑・ピットと報告した。
　洪水起源砂層である５層の上面（第２遺構面）から検出された土坑・ピット11・13～ 19および先述
の溝１～３の埋土は、オリーブ黒色の粘土を基本とする。一方、土坑・ピット４～ 10は５層中で検出
されたが、その埋土は５層上面から検出された遺構と同様、オリーブ黒色の粘土である。そのため、こ
れらも本来は５層上面で検出された遺構と同様、５層上面もしくは４層から掘り込まれた可能性がある。
　また、土坑・ピット１～３は６層上面から検出された。その埋土は明緑灰色の砂層であり、５層上
面から検出された遺構の埋土とは異なる。ただし、土坑・ピット１の埋土下層（２層）には５層のブ
ロックが含まれていることから、５層形成以降に埋没した可能性が高い。土坑・ピット１～３が水田
面や畦畔を切っている点からも、これらの遺構の本来の掘り込み面は、５層あるいは４層の可能性が
高いため、第２遺構面の遺構とあわせて報告した。
　これらの土坑・ピットからは、時期が判別可能な遺物は出土していないが、層位学的な所見から弥
生時代前期末・中期初頭～中世の一時期に位置づけられる。
土坑・ピット１（第 58・72 図）　B 区の６層上面から検出された。長径 1.1m、短径 0.6m の楕円形で
深さ 15 ㎝である。埋土は２層に分かれ、上層（１層）・下層（２層）とも基本的に同質であるが、
下層には基本層序５層のブロックが含まれる。
第 71 図　溝土層断面・完掘状況
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第 72 図　土坑・ピット土層断面
 P
P E E̓ F F̓D D̓
G G̓
K K̓ L L̓ M M̓J J̓
H H̓ I I̓
PP
ձ

ձձ
ղ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ

P
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ
P PP
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ
P P P
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ


ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ 

ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ 

ࠝᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㹼 ࠞ
ձࠉ᫂⥳⅊Ⰽ *<㸪◁
ղࠉ᫂⥳⅊Ⰽ *<㸪◁㸪ᒙࣈ
ࠉࠉࣟࢵࢡྵࡴ
ࠝᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㹼 ࠞ
ձࠉ࣮࢜ࣜࣈ㯮Ⰽ <㸪⢓ᅵ
ࠝᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㹼 ࠞ
ձࠉ࣮࢜ࣜࣈ㯮Ⰽ <㸪⢓ᅵ
P
H H̓
M M̓
K K̓
P P̓O O̓
N N̓L L̓
I I̓ J J̓
PP
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ

ձ̓
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
 ղ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
PP
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ

ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ

PP
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ

ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ 

P
P
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ
ձ

ࠝᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ  㹼 ࠞ
ձࠉ࣮࢜ࣜࣈ㯮Ⰽ <㸪⢓ᅵ
ձ࣮̓࢜ࣜࣈ㯮Ⰽ <㸪⢓ᅵ㸪ᒙ
ࠉࠉࣈࣟࢵࢡྵࡴ
ղࠉ⅊ⓑⰍ <㸪◁

ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦す࠿ࡽ㸧
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡す࠿ࡽ㸧
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦໭࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦༡࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧 ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦໭࠿ࡽ㸧
ᅵᆙ࣭ࣆࢵࢺ 㸦ᮾ࠿ࡽ㸧
91第５章　第 28 次調査（外来診療棟新営地点）
土坑・ピット２（第 58・72 図）　B 区の６層上面から検出された。長径 0.8m、短径 0.6m の不整楕円
形で深さ 10 ㎝である。
土坑・ピット３（第 58・72 図）　B 区の６層上面から検出された。長径 0.7m、短径 0.6m の楕円形で
深さ５㎝である。
土坑・ピット４（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 0.6m、短径 0.5m の不整楕円形
で深さ 20 ㎝である。
土坑・ピット５（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 1.0m、短径 0.8m の楕円形で深
さ 25 ㎝である。
土坑・ピット６（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 0.6m、短径 0.5m の楕円形で深
さ 10 ㎝である。
土坑・ピット７（第 60・72 図）　C2 区の５層中より検出された。直径 0.45m の不整円形で深さ 25 ㎝
である。後述する土坑・ピット 18 は土坑・ピット７のほぼ直上に位置し、直径もわずかに大きい
点から、両者は同一の遺構と考えられる。
土坑・ピット８（第 60・72図）　C2区の５層中より検出された。直径 0.15mの円形で深さ 10㎝である。
土 坑・ピット９（第 60・72 図）　C2 区の５層中より検出された。長径 0.25m、短径 0.20m の楕円形で
深さ５㎝である。
土坑・ピット10（第60・72図）　C2区の５層中より検出された。直径0.25mの円形で深さ10㎝である。
土坑・ピット11（第68・72図）　B区の５層上面より検出された。直径0.2mの円形で深さ10㎝である。
土坑・ピット 12（第 68・72 図）　B区の５層上面より検出された。直径 0.2m の円形で深さ 10 ㎝以上
である。埋土は灰白色 5Y8/1 の砂層で、５層上面で検出された他の遺構の埋土とは異なる。上層で
掘り込み面を検出しえなかったが、現代のボーリング調査などの痕跡の可能性がある。
土坑・ピット 13（第 68・72 図）　B 区の５層上面より検出された。長径 1.1m、短径 0.7m の不整楕円
形で深さ 25 ㎝である。埋土は５層上面で検出された他の遺構同様、オリーブ黒色の粘土であるが、
５層のブロックが含まれる。
土 坑・ピット 14（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.4m、短径 0.3m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。
土 坑・ピット 15（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.4m、短径 0.3m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。
土 坑・ピット 16（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.8m、短径 0.6m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。
土坑・ピット 17（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 1.4m、短径 0.2m 以上の不
整楕円形で深さ 25 ㎝である。
土坑・ピット18（第70・72図）　C2区の５層上面より検出された。直径0.5mの円形で深さ10㎝である。
前述のように、土坑・ピット 18 と７は同一の遺構である可能性が高い。
土坑・ピット 19（第 70・72 図）　C2 区の５層上面より検出された。直径 0.3m の円形で深さ５㎝であ
る。
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４．包含層・攪乱出土遺物（第 73 図、第４表、図版６）
４・５層　15・16 は弥生土器である。15 は甕である。頸部に箆描沈線文が１条施される。口唇部は
平らで刻目はみられない。弥生時代前期に位置づけられる。16は底部である。器面の摩耗が著しい。
表土・攪乱　17・18 は肥前系磁器である。畳付のみ無釉である。17 は碗で、外面と内面見込に染付
により文様が施される。18 は広東（形）碗である。
　　19 は堺・明石系陶器の擂鉢である。見込のスリメは放射状を呈する。
　　20 ～ 23 は大谷焼である。20・21 は瓶あるいは徳利と考えられる。内外面とも回転ナデ調整が施
される。20 は碁笥底状の断面三角形の削り出し高台、21 は平底もしくは若干の上げ底である。製
作時期は特定できないが、大谷焼が普及した 19 世紀以降の所産（日下 1998a）である。22・23 は
第 73 図　包含層・攪乱出土遺物
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燈明具である。23 は「断面三角形の脚部上端に受皿の付く A類」に分類される（日下 2000）。燈明
具は 19 世紀前半から 20 世紀初頭にみられる（日下 1998a・2000）。
　　24 は備前焼燈明皿である。器壁は 1.5 ～ 2.5mm と薄い。内面全体に塗土が施される。外面全体
が同心円状回転ヘラケズリ調整により、糸切り離し痕はみられない。胎土は赤または橙色で焼成
が甘目である「Ｌ類」に分類され、時期は 18 世紀後半から 19 世紀初頭に位置づけられる（日下
1998b）。口縁部の内外面にスス・コゲの付着が認められる。
　　25は硬質陶器と考えられる（田尻2013）。器種は碗で、口縁部が内湾して立ち上がる。口縁部外面に緑
色の二重圏線（「グリーン２線」）を有し、その下に「□会」と記される。庄・蔵本遺跡の立体駐車場新営
その他工事に伴う立会調査で形態・文様が類似する美濃窯業株式会社製の硬質陶器が採集された。そ
こには「厚仁□」「□仁会」と記されており、徳島大学附属病院に関連する厚仁会のものであると考え
られた（三阪 2015）。よって、本資料も厚仁会と記された美濃窯業株式会社製の硬質陶器と考えられる。
（三阪）
註
１		佐々木由香氏の同定による。
２			煮炊きによるススの付着とは異なり、黒色化の一種と考えられるが、黒色化にしてはやや赤みが強く褐色である。
庄・蔵本遺跡では弥生前期の壺に散見される。
第４表　包含層・攪乱出土遺物観察表
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